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法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合

会
（
秋
葉
美
緒
委
員
長
・
法

３
）
の
２
０
１
６
年
度
の
論

集
第
８
号
が
刊
行
さ
れ
た
。

論
文
最
優
秀
賞
に
は
川
又
隆

紀
さ
ん
（
法
３
・
山
田
創
一

ゼ
ミ
）
の
「
３
０
４
条
１
項

に
お
け
る
差
押
さ
え
〜
抵
当

権
に
基
づ
く
物
上
代
位
を
中

心
に
〜
」
が
選
ば
れ
た
。

　
川
又
さ
ん
は
「
論
文
は
ゼ

ミ
で
積
み
上
げ
て
き
た
知
識

が
試
さ
れ
る
。
本
論
文
は
、

抵
当
権
と
い
う
テ
ー
マ
設
定

に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
書

き
上
げ
た
達
成
感
は
大
き

い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ

た
。

　
法
学
部
ゼ
ミ
連
は
、
法
学

部
の
専
門
、
教
養
69
ゼ
ミ
の

代
表
者
で
つ
く
る
。
毎
年
、

論
文
を
募
集
し
て
お
り
、
顧

問
の
土
田
亮
法
学
部
教
授
は

じ
め
教
員
と
学
生
の
評
価
点

に
よ
り
最
優
秀
賞
な
ど
を
決

め
論
集
を
刊
行
し
て
い
る
。

　
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の
通

り
。

▽
優
秀
論
文
賞

林
憲
吾
さ

ん
（
法
３
・
榎
透
ゼ
ミ
）

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
法
的
規

制
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
▽

審
査
員
特
別
賞

山
本
佳
歩

さ
ん
（
法
３
・
佐
々
木
和
夫

ゼ
ミ
）「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制

法
の
限
界
と
刑
法
適
用
に
関

す
る
一
考
察
」

　
商
学
部
・
奥
瀬
喜
之
ゼ
ミ

の
４
年
次
生
が
考
案
し
た
段

ボ
ー
ル
商
品
を
生
田
図
書
館

本
館
で
配
布
し
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
収
納
で

き
、
教
科
書
な
ど
書
籍
の
押

さ
え
に
も
な
る
「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ス
ト
ッ
パ
ー
」。開
発
し
た
の

は
４
年
次
生
の
津
田
優
香
さ

ん
、
中
村
優
さ
ん
、
福
田
萌

夏
さ
ん
。
受
験
生
や
学
生
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
勉
強

応
援
グ
ッ
ズ
だ
。

　
３
人
は
３
年
次
に
商
品
企

画
コ
ン
テ
ス
ト「
Ｓ
カ
レ
」に

参
加
し
、
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ス
ト
ッ

パ
ー
を
考
案
し
た
。
惜
し
く

も
入
賞
を
逃
し
た
が
、
奥
瀬

教
授
の
支
援
で
１
０
０
０
部

作
製
。
２
０
１
６
年
の
専
大

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
の
優
秀
論
文
発
表
会

が
３
月
11
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
本
年
度
提
出
さ
れ
た
修
士

論
文
の
中
で
、
特
に
優
れ
た

論
文
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
も
の
。

　
発
表
会
で
は
徳
田
賢
二
研

究
科
長
が
「
本
研
究
科
の
修

士
論
文
は
非
常
に
質
が
高

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
勘
暁
婉

さ
ん
（
専
修
科
目
‥
統
計
学

／
指
導
教
授
‥
作
間
逸
雄
）

と
、
松
本
幸
子
さ
ん
（
専
修

科
目
‥
租
税
政
策
／
指
導
教

授
‥
原
田
博
夫
）
が
論
文
を

発
表
し
た
。

　
人
間
科
学
部
社
会
学
科
の

代
表
卒
業
論
文
発
表
会
が
１

月
31
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、
２
０
０
人
を
超

え
る
後
輩
た
ち
を
前
に
４
年

次
生
３
人
が
論
文
を
披
露
し

た
。
同
学
科
14
ゼ
ミ
の
４
年

次
生
の
卒
業
論
文
を
、
指
導

教
員
が
審
査
し
、
三
つ
の
研

究
・
学
習
領
域
（
文
化
・
シ

ス
テ
ム
▽
生
活
・
福
祉
▽
地

域
・
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
）
か
ら
１
作
ず
つ
を
代
表

論
文
と
し
て
選
ん
だ
。

　
代
表
論
文
に
選
ば
れ
た
の

は
▽
石
橋
挙
さ
ん
「
相
対
的

リ
ス
ク
回
避
モ
デ
ル
の
三
世

代
間
学
歴
移
動
の
拡
張
｜
学

歴
の
相
対
的
価
値
の
時
代
変

化
を
ふ
ま
え
て
｜
」（
金
井

雅
之
ゼ
ミ
）
▽
入
山
愛
さ
ん

「
知
的
障
害
者
の
自
立
に
関

す
る
考
察
｜
教
育
及
び
就
労

と
い
う
観
点
か
ら
｜
」（
宇

都
榮
子
ゼ
ミ
）
▽
水
田
夕
稀

さ
ん
「
公
共
施
設
の
統
廃
合

機
能
転
換
に
お
け
る
協
働
｜

東
京
都
多
摩
市
の
事
例
を

も
と
に
｜
」（
今
野
裕
昭
ゼ

ミ
）
の
３
人
。

　
石
橋
さ
ん
は
、
丁
寧
な
デ

ー
タ
分
析
と
論
文
構
成
で
三

世
代
間
の
学
歴
移
動
に
つ
い

て
論
じ
た
。
入
山
さ
ん
は
、

知
的
障
が
い
者
が
自
立
し
た

生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
ど

の
よ
う
な
教
育
や
就
労
支
援

が
望
ま
し
い
か
、
東
京
都
の

特
別
支
援
学
校
と
障
が
い
者

就
労
支
援
施
設
で
調
査
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
明
ら
か

に
し
て
い
っ
た
。
入
山
さ
ん

は
「
聞
き
取
り
や
調
査
を
重

ね
る
こ
と
で
文
献
を
基
に
す

る
よ
り
も
踏
み
込
ん
で
論
文

を
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
水
田
さ
ん
は
東
京
都
多
摩

市
役
所
で
就
労
体
験
を
し
た

お
わ
び

　
２
月
号
２
面

の
「
ニ
ュ
ー
ス

専
修
年
間
購
読
の
ご
案
内
」

の
記
事
で
、「
本
年
３
月
に

卒
業
さ
れ
る
方
に
は
、
１
年

間
校
友
会
か
ら
お
送
り
い
た

し
ま
す
」
と
あ
る
の
は
「
５

年
間
」
の
誤
り
で
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

際
、
廃
園
し
た
幼
稚
園
跡
地

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
市
民
が
協
働
で

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
を
誕

生
さ
せ
た
例
に
注
目
し
て
論

文
に
ま
と
め
た
。
４
月
か
ら

は
東
京
都
の
市
職
員
と
し
て

社
会
に
出
る
。「
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
姿
勢
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
」と
語
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
ホ
ウ

・
カ
さ
ん
（
修
１
）、
金
子

昌
富
さ
ん
（
修
１
）、
テ
ィ

ナ
・
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル
さ
ん
（
特

別
聴
講
生
）
が
講
評
し
た
。

論
文
を
発
表
す
る
勘
さ
ん

提
供
し
た
。
押
さ
え
が
な
け

れ
ば
閉
じ
て
し
ま
う
教
科
書

な
ど
の
書
見
台
と
、
勉
強
中

で
も
つ
い
触
っ
て
し
ま
う
ス

マ
ホ
の
収
納
の
二
役
を
兼
ね

る
。
ま
た
、
箱
の
内
外
に
目

標
や
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

け
る
。
こ
の
取
り
組
み
で
16

年
度
の
育
友
会
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
経
験
を
基
に

生
み
出
し
た
商

品
を
後
輩
た
ち

に
も
利
用
し
て

も
ら
お
う
と
、

２
月
下
旬
か
ら

図
書
館
で
配
布

が
始
ま
っ
た
。

「
ぜ
ひ
利
用
し

て
、
勉
強
や
研

究
に
励
ん
で
ほ

し
い
」。
社
会

に
羽
ば
た
く
３

人
か
ら
の
願
い

だ
。

論集を手に笑顔の川又さん

　
２
０
１
６
年
度
の
卒
業
発

表
が
神
田
・
生
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
、
卒
業
が
決

ま
っ
た
４
年
次
生
が
喜
び
の

花
を
咲
か
せ
た
。

　
２
月
24
日
の
第
一
次
発

表
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

午
前
10
時
、
卒
業
者
名
が
張

り
出
さ
れ
る
と
、
あ
ち
こ
ち

で
「
良
か
っ
た
」「
お
め
で

と
う
」
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
小
林
佳
之
さ
ん
（
商
学

部
）
は
「
奥
西
康
宏
ゼ
ミ
で

楽
し
く
学
ん
だ
。
就
職
先
で

成
果
を
収
め
、
先
生
に
報
告自分の名前を見つけ、掲示板を記念撮影＝２月24日、生田キャンパス

生
14
人
を
佐
々
木
重
人
学

長
、
髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
ら
が
激
励
し
た
。
教

職
員
や
中
国
人
留
学
生
会
と

国
際
交
流
会
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
の
メ

ン
バ
ー
も
多
数
参
加
し
、
和

や
か
に
４
年
間
の
思
い
出
を

語
り
合
っ
た
。

　
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ム
学
科
で
学
ん
だ
中
国
の

陳
子
瀚
さ
ん
は
、
卒
業
後
は

日
本
で
流
通
業
の
仕
事
に
就

く
。

　「
ゼ
ミ
は
新
聞
学
の
藤
森

研
ゼ
ミ
。
唯
一
の
留
学
生
で

し
た
。
学
生
た
ち
と
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
調

査
に
出
か
け
議
論
し
ま
し

た
。
最
初
の
頃
は
読
む
の
に

苦
労
し
た
日
刊
紙
を
読
み
込

み
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
３

紙
の
１
面
コ
ラ
ム
に
掲
載
さ

れ
た
戦
後
70
年
に
つ
い
て
分

析
し
、
卒
論
に
ま
と
め
ま
し

た
。
専
大
で
の
集
大
成
に
な

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。

　
３
月
に
卒

業
す
る
留
学

生
の
門
出
を

祝
う
壮
行
昼

食
会
が
１
月

12
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、

出
席
し
た
卒

業
年
次
留
学

公
認
会
計
士 

合
格
18
人
に

　
２
０
１
６
年
度
公
認
会
計

士
試
験
で
２
月
16
日
ま
で
に

中
野
裕
文
さ
ん
（
平
27
商
）

ら
卒
業
生
３
人
の
合
格
が
分

か
っ
た
。
こ
れ
で
16
年
度
合

格
者
は
在
校
生
９
人
、
卒
業

生
９
人
の
計
18
人
と
な
っ

た
。

教員や後輩を前に発表する水田さん

４年次３人 後輩に「卒論」披露
社会学科代表論文発表会

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ス
ト
ッ
パ
ー
を
考
案
し
た
中
村
さ
ん
、

福
田
さ
ん
、
津
田
さ
ん
（
左
か
ら
）

段
ボ
ー
ル
製
書
見
台
と
ス
マ
ホ
収
納

商
・
奥
瀬
ゼ
ミ
４
年
次
生
が
考
案

経済学研究科

優秀論文
　発表会

最
優
秀
賞
に
川
又
さ
ん（  

）
法３

法
学
部
ゼ
ミ
連　

論
集
第
８
号
刊
行

笑
顔
と

　
歓
声
と

 

卒
業
発
表

後
列
右
か
ら
３
人
目
が
陳
さ
ん

思い出語り合う
卒業年次留学生昼食会

し
た
い
」。塚
本
瑛
理
香
さ
ん

（
文
学
部
）は
「
大
学
で
成
長

で
き
た
。
専
大
を
誇
り
に
歩

ん
で
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

生
田
図
書
館
本
館
で
配

布
し
て
い
る
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ス
ト
ッ
パ
ー


